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（関連記事１３ページ）（関連記事１３ページ）�（関連記事１３ページ）�

　台風２３号の被災者を
励まそうと、柔道家の古
賀俊彦さんを招いて「笑
顔と元気を取り戻そう」
と題して、ちゃんこやぜ
んざいの炊き出しなどが
行われました（１１月３日、
淡路青年会議所主催）。�

　阪神・淡路大震災から
１０年を記念し、震災被
災地から復興をアピール
する住民参加のミュージ
カル「アナテフカ物語」
の練習が始まりました。
洲本公演は来年３月２０日、
市民会館で行われます。�

復旧・復興へ�復旧・復興へ�
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　由良支所の新庁舎が完成、４月１日から業務を始めました。新庁

舎は鉄骨平屋建て約２６０平方　で、段差のないバリアフリーとな

っています。�

　「県立淡路勤労センター」が４月１日、県から洲本市に移譲され

ました。市では、「市民交流センター」と改称して運営を行ってい

ます。�

　１０月２０日に上陸した台風２３号は、洲本市未曾有の大災害となりました（参

考４～５ページ）�

今
年
は
台
風
や
地
震
な
ど
が
猛
威
を
振
る
い
、
日
本
列
島
が
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
本
市
で
も
大
型
で
強
い
台
風

が
相
次
い
で
上
陸
、
十
月
二
十
日
の
台
風
二
十
三
号
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。�

そ
の
ほ
か
市
長
、
市
議
会
議
員
選
挙
な
ど
、
平
成
十
六
年
の
重
大
ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。�

台 風 ２ ３ 号 で 甚 大 な 被 害 �

由 良 支 所 が 完 成 �

勤労センターが県から洲本市に移譲され「市民交流センター」に�

メー�
トル�
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　一時中断されていた五色町との合併協議の再開に向け、
１２月９日新しい協定が交わされました。�

　約7,000万年前の恐竜の化石が洲本市内から発見され、
８月７日から９月５日まで、県立人と自然の博物館（三田市）
で公開されました。�

　誰でも（中学生以上）、いつでも自由に利用できる無料
のレンタサイクル「ベンチャリ」約８０台が８月、市内�
１３箇所に設置されました。�

　洲本バスターミナルが廃止され、１２月１日から洲本バ
スセンターに移転されました。発着場が集約されたことに
より、高速バスと路線バスの乗り換えが便利になりました。�

　主演の吉永小百合さんが、市民会館の特別上映で舞台あ
いさつをするなど、庚午事変のその後を描いた映画「北の
零年」の完成記念行事が行われました。（１２月）�

　阪神・淡路大震災復興１０周年記念事業として行われ、
神戸サンバチームも参加しました。（７月３０日から８月１日）�

　任期満了に伴う市長、市議会選挙が８月、行われました。
市長選では、柳実郎・新市長が誕生、市会議員選挙では、
無投票で新しい議員２０人が誕生しました。�

合 併 に 向 け 新 た な ス タ ー ト �淡 路 島 ま つ り 開 催 �

そのほかの出来事�
◆米田家住宅（宇山）が、国の登録有形文化財建造物に�
◆市が総務大臣表彰（情報化によるまちづくり部門）を�
　受賞�
◆洲本八狸音頭が完成�
◆全国都市再生イン洲本を開催�

市 内 か ら 恐 竜 の 化 石 発 見 �市長、市会議員選挙が行われる�

洲本バスターミナルが廃止され、洲本バスセンターに移転�放置自転車をリサイクルした「ベンチャリ」誕生�

映画「北の零年」、洲本で特別上映�
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台
風
二
十
三
号
は
、
本
市
に
か
つ
て
な
い
被
害
を
も
た
ら
し
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。
そ
の
災
害
か
ら
約
二
か
月
が
過
ぎ
、
街
を
埋
め
尽
く
し
た
災
害
ご
み
も
ほ
ぼ
撤
収
さ
れ
、

寸
断
さ
れ
た
道
路
に
も
仮
設
道
路
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
確
実
に
復
旧
へ
の
道
を
歩
み
始
め
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
私
た
ち
は
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
助
け
ら
れ
、
勇
気

づ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。�

台
風
二
十
三
号
に
よ
る
被
害
状
況
や
応
急
措
置
の
概
要
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

◆
総
雨
量
　
三
百
九
　
　
（
十
月
二
十
日
）
◆
時
間
雨
量
　
五
十
一
　
　
（
十
月
二
十
日
、
午
後
二
時
〜

三
時
）
◆
避
難
者
（
最
大
）
　
五
十
一
か
所
、
二
百
二
十
七
世
帯
、
四
百
十
二
人
（
十
月
二
十
日
）
◆
断

水
世
帯
（
最
大
）
　
約
五
千
世
帯
（
十
月
三
十
日
、
完
全
復
旧
）
◆
停
電
状
況
　
十
月
二
十
日
か
ら
二
十

五
日
ま
で
の
完
全
復
旧
ま
で
七
千
百
七
十
八
件
◆
ガ
ス
被
害
　
十
月
二
十
五
日
、
完
全
復
旧
◆
自
衛
隊
活

動
　
延
べ
三
百
五
十
二
人
（
行
方
不
明
者
捜
索
、
給
水
活
動
な
ど
）
◆
消
防
団
活
動
　
延
べ
四
百
十
九
人

（
救
助
、
水
防
、
広
報
活
動
な
ど
）
◆
災
害
ご
み
の
除
去
作
業
▽
延
べ
使
用
車
両
　
千
四
百
六
十
四
台
▽

収
集
量
　
約
一
万
二
千
　
◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
員
　
延
べ
六
千
五
百
二
十
二
人�

ミ�　
リ�

メ
ー�

ト
ル�

ミ�　
リ�

メ
ー�

ト
ル�

ト�　
ン�

１１月１９日現在�
市災害対策本部調べ�

被害数�

５人�

４人�

５人�

３０３棟�

２５４棟�

１，１０３棟�

２９棟�

１２６棟�

１，７１１か所�

７２９か所�

（１５１か所）�

５７、９　�

４０か所�

１４６か所�

１１か所�

１か所�

１か所�

１か所�

死者�

負傷者（重症）�

負傷者（軽傷）�

全壊�

大規模半壊�

半壊�

一部損壊�

床上浸水�

農地�

農業用施設�

（うち、ため池）�

農作物�

河川�

道路�

橋梁�

管理棟浸水�

校地の法面崩壊�

体育館浸水�

人的被害�

住家被害�

農業被害�

土木被害�

教育施設被害�

区　　　　　　　　　分�

ヘク�
タール�

全力を挙げ�
復興を�

全力を挙げ�
復興を�

全力を挙げ�
復興を�

全力を挙げ�
復興を�
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�

老
人
保
健
医
療

老
人
保
健
医
療

�

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

�

の

�

一
部
負
担
金
を
減
免
し
ま
す

一
部
負
担
金
を
減
免
し
ま
す�

老
人
保
健
医
療

老
人
保
健
医
療

�

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

�

の

�

一
部
負
担
金
を
減
免
し
ま
す

一
部
負
担
金
を
減
免
し
ま
す�

�

老
人
保
健
医
療

�

国
民
健
康
保
険

�

の

�

一
部
負
担
金
を
減
免
し
ま
す�

　
台
風
二
十
三
号
に
よ
り
「
全�

壊
」
、
「
大
規
模
半
壊
」
の
被

害
を
受
け
た
老
人
医
療
受
給
者
は
、

一
部
負
担
金
が
減
免
さ
れ
ま
す
。�

　
該
当
さ
れ
る
人
は
、
早
急
に

申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

◆
減
免
対
象
者
　
▽
「
全
壊
」

　
か
「
大
規
模
半
壊
」
の
被
害

　
を
受
け
た
世
帯
の
老
人
医
療

　
受
給
者
　�

◆
減
免
期
間
　
平
成
十
六
年
十

　
一
月
一
日
か
ら
六
か
月�

◆
減
免
の
対
象
と
な
ら
な
い
医

　
療
費
　
▽
特
定
医
療
費
　
▽

　
老
人
訪
問
看
護
医
療
費
　
▽

　
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具

　
代
　
▽
入
院
時
の
食
事
療
養

　
費
（
標
準
負
担
額
）
　
▽
柔

　
道
整
復
師
、
あ
ん
ま
、
は
り

　
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

　
の
施
術
料�

◆
申
請
に
必
要
な
も
の
　
▽
老

　
人
医
療
受
給
者
証
　
▽
健
康

　
保
険
証
　
▽
印
鑑
　
▽
り
災

　
証
明
書
（
コ
ピ
ー
可
）
　�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
健
康
福
祉
部
健
康
課
（
　

２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。�

　
台
風
二
十
三
号
に
よ
り
「
全

壊
（
一
部
、
大
規
模
半
壊
を
含
む
）�

」
の
被
害
を
受
け
た
世
帯
の
国

保
の
被
保
険
者
は
、
医
療
機
関

な
ど
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負

担
金
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。�

　
減
免
が
受
け
ら
れ
る
人
の
条

件
や
、
対
象
と
な
ら
な
い
医
療

費
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、

市
役
所
市
民
課
国
保
年
金
係
（
　

２
２
・
３
３
２
１
内
線
２
５
５
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者�

被災地でもある豊岡からランドセルが届きました� 西淡町の花づくりグループから二千株のポット苗が贈られました�

子どもの心のケアのための説明会も行われました� 災害ゴミの搬出も始まりました（城戸アグリ公園で）�

う回路が設置されたり、復旧工事に向けた測量も急ピッチで行われています�

老
人
保
健
医
療
受
給
者�
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台
風
二
十
三
号
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
と
、

義
援
金
、
見
舞
金
を
洲
本
市
に
寄
せ

ら
れ
た
人
は
次
の
と
お
り
で
す
（
先

月
掲
載
分
除
く
、
敬
称
略
。
十
二
月

一
日
確
認
分
ま
で
の
金
額
合
計
は
、

二
千
九
百
三
十
八
万
四
千
三
百
二
十

九
円
と
な
っ
て
い
ま
す
）
。
�

　
ま
た
、
飲
料
水
や
衣
類
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

救
援
物
資
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
�

�▽
岡
崎
　
▽
淡
路
産
業
（
株
）
代
表

三
尾
光
司
（
洲
本
市
）
▽
ゼ
ン
コ
ク

ト
シ
シ
ョ
ク
イ
ン
▽
ツ
ガ
シ
ゲ
コ
▽

ミ
ゾ
シ
タ
セ
イ
コ
▽
カ
ワ
サ
ト
ア
キ
�

��������������

ラ
▽
マ
ス
タ
ニ
ア
ケ
オ
▽
コ
バ
ヤ
シ
�

ア
キ
コ
▽
岩
崎
恵
子
（
姫
路
市
）
▽

五
色
町
立
都
志
小
学
校
児
童
会
（
五

色
町
）
▽
洲
本
市
管
工
事
業
協
同
組

合
理
事
長
奥
康
宏
（
洲
本
市
）
▽
由

良
町
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表
理

事
組
合
長
森
下
登
（
洲
本
市
）
▽
ワ

ー
ル
ド
綜
合
警
備
保
障
（
株
）
淡
路

島
営
業
所
営
業
部
長
（
津
名
町
）
▽

コ
ス
モ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
（
株
）
代

表
新
岡
洋
一
（
三
原
町
）
▽
石
上
成

章
（
一
宮
町
）
▽
田
中
清
博
（
吹
田

市
）
▽
木
下
直
樹
（
羽
曳
野
市
）
▽

（
株
）
シ
ン
ワ
メ
デ
ィ
カ
ル
佃
章
則

（
大
阪
市
）
▽
大
塚
政
子
（
愛
媛
県
）

▽
青
木
洋
隆
（
神
戸
市
）
▽
竹
本
好

成
（
奈
良
市
）
▽
ハ
シ
モ
ト
フ
ジ
ン

カ
イ
（
貝
塚
市
）
▽
岡
島
博
之
（
羽

曳
野
市
）
▽
新
井
幸
春
（
富
田
林
市
）

▽
堀
本
重
郎
（
和
歌
山
県
）
▽
中
尾

義
隆
（
神
戸
市
）
▽
（
株
）
勢
戸
（
三

田
市
）
▽
古
谷
利
一
（
京
都
市
）
▽

嶋
矢
正
人
（
松
山
市
）
▽
丸
見
サ
ツ

キ
（
大
阪
市
）
▽
丸
見
知
子
（
大
阪

市
）
▽
大
谷
万
希
子
（
和
歌
山
県
）

▽
野
村
敏
子
（
宝
塚
市
）
▽
小
川
正

代
（
神
戸
市
）
▽
森
田
明
日
香
（
加

古
川
市
）
▽
小
川
雷
太
（
神
戸
市
）

▽
山
上
達
直
（
洲
本
市
）
　
▽
柳
裕

子
（
洲
本
市
）
▽
三
島
美
子
（
福
山

市
）
▽
岸
タ
カ
子
（
舞
鶴
市
）
▽
岩

本
カ
ヨ
子
（
神
戸
市
）
▽
伊
藤
麻
由
�

美
（
滋
賀
県
）
▽
出
口
睦
美
（
洲
本

市
）
▽
藤
野
（
明
石
市
）
▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ

東
灘
地
域
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
神
戸
市
）
▽
阪
口
格
（
長
岡
京
市
）

▽
勘
舎
宏
充
（
茨
木
市
）
▽
竹
内
喜

代
子
（
京
都
市
）
▽
宮
野
有
理
子
（
大

阪
市
）
▽
安
倍
保
博
・
山
室
理
恵
（
明

石
市
）
▽
野
田
久
壽
夫
（
大
阪
市
）

▽
太
田
明
義
（
近
江
八
幡
市
）
▽
増

田
孝
子
（
池
田
市
）
▽
松
岡
巌
（
八

尾
市
）
▽
松
本
利
行
（
神
戸
市
）
▽

正
塚
晴
康
（
奈
良
市
）
▽
萩
原
栄
文

（
五
条
市
）
▽
小
西
正
剛
（
洲
本
市
）

▽
片
山
か
よ
み
（
洲
本
市
）
▽
橋
元

秀
己
（
洲
本
市
）
▽
滝
川
睦
恵
（
八

幡
市
）
▽
鳥
居
三
郎
（
神
戸
市
）
▽

伊
勢
村
正
彦
（
大
津
市
）
▽
（
有
）

三
原
薬
局
・
う
や
ま
薬
局
（
三
原
町
）

▽
小
ヶ
倉
誠
人
（
東
大
阪
市
）
▽
金

澤
利
彰
（
奈
良
市
）
▽
三
浦
ル
リ
子

（
横
浜
市
）
▽
田
村
達
夫
（
神
戸
市
）

▽
後
藤
悦
子
（
姫
路
市
）
▽
三
ツ
寺

礼
子
（
鯖
江
市
）
▽
友
永
和
夫
（
大

阪
市
）
▽
松
野
由
樹
子
（
神
戸
市
）

▽
中
馬
聡
美
（
加
古
川
市
）
▽
牧
野

元
子
（
堺
市
）
▽
小
曾
根
喜
代
治
（
大

阪
市
）
▽
小
曾
根
敦
子
（
大
阪
市
）

▽
遠
藤
か
を
り
（
神
戸
市
）
▽
田
辺

浩
己
（
生
駒
市
）
▽
平
松
貴
志
（
神

戸
市
）
▽
南
部
清
美
（
洲
本
市
）
▽

渡
辺
浩
明
（
伊
丹
市
）
▽
願
栄
寺
（
赤
�

穂
郡
）
▽
石
川
育
代
（
大
阪
市
）
▽

折
口
る
り
子
（
広
島
市
）
▽
薮
下
八

重
子
（
尼
崎
市
）
▽
玉
置
廣
一
（
和

歌
山
県
）
▽
小
谷
勇
（
加
古
郡
）
▽

西
村
将
男
（
滋
賀
県
）
▽
谷
黒
力
雄

（
尼
崎
市
）
▽
諸
星
寿
美
（
和
歌
山

県
）
▽
岸
野
勉
（
摂
津
市
）
▽
小
森

誠
（
鹿
児
島
市
）
▽
佐
伯
恭
子
（
加

古
郡
）
▽
丸
井
春
子
（
神
戸
市
）
▽

林
保
行
（
泉
南
市
）
▽
一
休
茶
屋
お

客
様
有
志
（
尼
崎
市
）
▽
前
田
範
子

（
緑
町
）
▽
村
上
和
子
（
泉
南
郡
）

▽
加
藤
重
雄
（
神
戸
市
）
▽
斉
藤
か

を
り
・
佳
代
（
豊
中
市
）
▽
前
園
勝
�

江
（
尼
崎
市
）
▽
笠
松
良
治
（
西
宮

市
）
▽
薮
本
弘
子
（
和
歌
山
県
）
▽

岩
口
あ
や
子
（
吹
田
市
）
▽
田
中
明

人
（
神
戸
市
）
▽
北
明
子
（
枚
方
市
）

▽
大
下
勝
也
（
堺
市
）
▽
上
垣
昌
一

（
和
田
山
町
）
▽
中
山
匡
史
（
洲
本

市
）
▽
岡
村
賢
一
（
洲
本
市
）
▽
寺

本
孝
（
伊
丹
市
）
▽
吉
岡
冨
子
（
貝

塚
市
）
▽
永
山
義
博
（
広
島
市
）
▽

中
本
裕
子
（
八
尾
市
）
▽
大
前
秀
美

（
箕
面
市
）
▽
吉
田
和
子
（
明
石
市
）

▽
山
中
し
づ
子
（
岸
和
田
市
）
▽
松

本
毅
（
堺
市
）
▽
永
留
早
苗
（
神
戸

市
）
▽
柴
峠
安
秀
（
洲
本
市
）
▽
平

賀
幸
子
（
西
宮
市
）
▽
井
上
剛
生
（
近

江
八
幡
市
）
▽
有
田
多
加
志
（
洲
本

市
）
▽
池
上
孝
（
洲
本
市
）
▽
内
藤
�

英
人
（
東
大
阪
市
）
▽
速
水
百
合
子

（
洲
本
市
）
▽
山
内
マ
ス
ミ
（
京
都

市
）
▽
浜
坂
芳
宏
（
奈
良
市
）
▽
藤

川
裕
子
（
広
島
市
）
▽
ブ
ス
の
店
ス

ナ
ッ
ク
杏
（
大
阪
市
）
▽
久
井
大
二

郎
（
奈
良
市
）
▽
菊
池
皓
（
神
戸
市
）

▽
西
村
真
規
子
（
神
戸
市
）
▽
中
安

章
夫
（
宝
塚
市
）
▽
木
下
義
則
（
倉

敷
市
）
▽
荒
木
浩
（
神
戸
市
）
▽
小

幡
千
世
（
摂
津
市
）
▽
五
味
ふ
み
代

（
枚
方
市
）
▽
廓
由
紀
子
（
京
都
市
）

▽
桜
木
賢
治
（
高
砂
市
）
▽
梅
田
千

鶴
子
（
東
大
阪
市
）
▽
ミ
サ
キ
電
気

（
株
）
（
五
色
町
）
▽
兵
庫
県
市
長

会
会
長
加
古
房
夫
（
神
戸
市
）
▽
兵

庫
県
町
村
会
会
長
中
田
耕
一
郎
（
神

戸
市
）
▽
石
田
富
子
（
京
都
市
）
▽

西
口
寛
己
（
神
戸
市
）
▽
山
下
陽
子

（
寝
屋
川
市
）
▽
三
菱
大
神
戸
会
（
神

戸
市
）
▽
小
森
脩
正
（
富
田
林
市
）

▽
和
田
俊
彦
（
津
名
町
）
▽
東
根
朝

雄
（
姫
路
市
）
▽
和
田
京
子
（
東
京

都
）
▽
川
添
晴
海
（
伊
丹
市
）
▽
岸

田
由
紀
子
（
和
泉
市
）
▽
野
口
健
一

（
海
南
市
）
▽
岩
橋
勉
（
和
歌
山
市
）

▽
藤
田
護
（
伊
丹
市
）
▽
神
原
く
す

ゑ
（
門
真
市
）
▽
日
比
野
吉
晃
（
高

槻
市
）
▽
竹
内
文
三
石
鹸
店
（
姫
路

市
）
▽
鈴
木
和
子
（
姫
路
市
）
▽
今

本
清
治
（
神
戸
市
）
▽
佐
々
木
順
子

（
伊
丹
市
）
▽
小
林
直
樹
（
八
王
子
�

市
）
▽
酒
井
昭
督
（
高
石
市
）
▽
上

田
治
子
（
津
名
町
）
▽
三
宅
一
雄
（
大

阪
市
）
▽
千
葉
正
縷
（
尼
崎
市
）
▽

片
岡
仁
（
堺
市
）
▽
園
部
勲
（
尼
崎

市
）
▽
宇
城
義
三
（
大
阪
市
）
▽
難

波
典
子
（
岡
山
市
）
▽
前
田
メ
グ
ミ

（
宝
塚
市
）
▽
松
岡
収
（
豊
中
市
）

▽
平
尾
孝
（
東
大
阪
市
）
▽
小
西
正

康
（
尼
崎
市
）
▽
岡
林
晶
子
（
豊
中

市
）
▽
南
金
田
自
治
会
木
田
育
伸
（
吹

田
市
）
▽
小
薗
成
子
（
大
阪
市
）
▽

谷
本
馨
（
南
淡
町
）
▽
豊
田
広
栄
（
堺

市
）
▽
森
下
国
男
（
貝
塚
市
）
▽
本

山
テ
ル
子
（
奈
良
市
）
▽
末
川
明
裕

（
東
浦
町
）
▽
竹
内
和
幸
（
堺
市
）

▽
井
上
松
江
（
神
戸
市
）
▽
伊
藤
康

栄
（
豊
中
市
）
▽
松
坂
一
夫
（
洲
本

市
）
▽
谷
本
善
久
（
八
尾
市
）
▽
桜

井
溢
子
（
芦
屋
市
）
▽
久
保
進
（
芦

屋
市
）
▽
山
本
幸
弘
（
明
石
市
）
▽

木
村
昌
弘
（
池
田
市
）
▽
林
弘
（
神

戸
市
）
▽
山
本
康
博
（
明
石
市
）
▽

西
山
達
也
（
神
戸
市
）
▽
白
川
和
子

（
吹
田
市
）
▽
岸
和
田
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
シ
ニ
ア
研
修
会
一
同
（
岸
和

田
市
）
▽
福
本
ふ
さ
ゑ
（
明
石
市
）

▽
以
頭
喜
和
子
（
南
淡
町
）
▽
河
上

寿
和
子
（
洲
本
市
）
▽
臼
井
英
一
郎
・

節
子
（
洲
本
市
）
▽
堤
本
栄
子
（
京

都
府
）
▽
（
株
）
京
芸
シ
ル
ク
（
京
�

神戸の小学校からは折りづるや励ましのメッセージが届きました。�
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都
市
）
▽
柴
谷
尚
明
（
洲
本
市
）
▽
�

滝
内
宏
亮
（
京
都
市
）
▽
宮
本
道
子

（
大
阪
市
）
▽
高
山
光
子
（
西
宮
市
）

▽
浜
口
富
美
子
（
丸
亀
市
）
▽
（
株
）

池
永
電
子
製
作
所
（
豊
中
市
）
▽
（
株
）

ジ
ャ
ン
プ
イ
ン
タ
ー
ワ
ー
ク
（
大
阪

市
）
▽
村
上
迪
代
（
明
石
市
）
▽
井

上
隆
夫
（
神
戸
市
）
▽
山
崎
弘
子
（
大

阪
市
）
▽
北
山
圭
子
（
岡
山
市
）
▽

住
友
方
美
（
堺
市
）
▽
（
有
）
関
西

ビ
ル
ダ
ー
吉
田
邦
男
（
神
戸
市
）
▽

（
株
）
神
和
商
事
代
表
神
行
武
彦
（
三

木
市
）
▽
三
木
市
長
加
古
房
夫
（
三

木
市
）
▽
ガ
ン
バ
ロ
ウ
ス
モ
ト
▽
シ

ン
ニ
ヨ
エ
ン
▽
ウ
ス
イ
ヨ
シ
カ
ズ
▽

フ
ジ
タ
ユ
ミ
▽
コ
イ
エ
チ
カ
コ
▽
ヤ

ソ
シ
マ
ミ
ヤ
コ
▽
サ
サ
キ
ヨ
ウ
イ
チ

ロ
ウ
▽
炬
口
亜
矢
子
（
広
島
市
）
▽

坂
江
峯
子
（
神
戸
市
）
▽
平
石
章
（
神

戸
市
）
▽
丹
治
尚
美
（
洲
本
市
）
▽

大
井
耕
三
（
洲
本
市
）
▽
黒
田
敏
夫

（
洲
本
市
）
▽
岸
野
馨
嗣
（
緑
町
）

▽
兵
庫
県
立
洲
本
高
校
（
洲
本
市
）

▽
網
野
建
治
・
俊
子
・
貴
夫
・
ま
ゆ

み
（
和
泉
市
）
▽
森
本
成
絵
（
奈
良

市
）
▽
神
農
泰
彦
（
神
戸
市
）
▽
登

裕
子
（
高
槻
市
）
▽
倉
橋
賢
治
（
大

阪
市
）
▽
水
田
時
子
（
加
古
川
市
）

▽
宮
本
義
明
（
尼
崎
市
）
▽
谷
川
昭

一
（
西
宮
市
）
▽
上
中
勲
（
交
野
市
）

▽
船
津
始
（
泉
南
郡
）
▽
若
林
浩
二

（
門
真
市
）
▽
青
木
庄
七
（
神
戸
市
）

▽
た
つ
み
会
代
表
正
木
珠
子
（
東
浦

町
）
▽
日
江
井
文
子
（
堺
市
）
▽
立

田
俊
信
（
池
田
市
）
▽
井
手
二
三
四

（
淡
路
町
）
▽
間
瀬
勘
史
（
芦
屋
市
）

▽
笠
松
弘
子
（
堺
市
）
▽
政
井
富
美
�

子
（
神
戸
市
）
▽
吉
田
八
重
子
（
堺
�

市
）
▽
山
本
ヒ
ロ
子
（
神
戸
市
）
▽

伊
勢
保
生
（
八
尾
市
）
▽
大
西
妙
子

（
吹
田
市
）
▽
若
宮
清
文
（
茨
木
市
）

▽
瀬
戸
口
哲
子
（
吹
田
市
）
▽
高
畑

正
範
（
堺
市
）
▽
池
永
西
湖
（
大
阪

狭
山
市
）
▽
池
永
隆
（
大
阪
狭
山
市
）

▽
末
元
智
香
（
泉
大
津
市
）
▽
四
宮

博
子
（
善
通
寺
市
）
▽
小
林
義
春
（
大

阪
市
）
▽
柳
谷
観
音
大
阪
別
院
秦
聖
�

子
（
大
阪
市
）
▽
柳
谷
観
音
大
阪
別

院
秦
聖
寺
神
日
勝
宏
（
大
阪
市
）
▽

村
田
欣
二
（
豊
中
市
）
▽
日
本
上
下
�

水
道
設
計
（
株
）
（
大
阪
市
）
▽
喜

多
み
よ
子
（
尼
崎
市
）
▽
日
本
共
産
�

党
中
央
委
員
会
（
東
京
都
）
▽
岩
城

と
み
子
（
小
野
市
）
▽
十
河
麻
衣
子

（
大
和
郡
山
市
）
▽
殿
脇
悦
子
（
洲

本
市
）
▽
細
見
圭
子
（
高
槻
市
）
▽

鳥
井
尚
（
洲
本
市
）
▽
溝
下
晴
美
（
大

阪
市
）
▽
仲
野
卓
也
（
洲
本
市
）
▽

西
部
實
（
神
戸
市
）
▽
安
倍
賢
（
山

口
県
）
▽
小
谷
由
美
（
東
大
阪
市
）

▽
雨
嶋
義
正
（
高
松
市
）
▽
杉
谷
文

男
（
尼
崎
市
）
▽
斉
藤
良
磨
（
神
戸

市
）
▽
西
村
依
委
（
大
東
市
）
▽
政

処
み
ど
り
（
洲
本
市
）
▽
本
間
暁
夫

（
八
尾
市
）
▽
く
す
の
き
小
児
歯
科

楠
ゆ
り
子
（
洲
本
市
）
▽
イ
ト
マ
ン

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
有
志
澤
田
耕
治
（
神

戸
市
）
▽
吉
岡
澄
子
（
京
都
市
）
▽

吉
原
有
香
（
茨
木
市
）
▽
オ
ン
キ
ョ

ウ
（
株
）
有
志
一
同
（
寝
屋
川
市
）

▽
若
竹
保
男
（
大
阪
市
）
▽
新
山
由

美
子
（
西
宮
市
）
▽
中
村
直
美
（
寝

屋
川
市
）
▽
総
合
塗
装
（
伊
丹
市
）
�

▽
野
口
栄
三
（
大
阪
市
）
▽
藤
成
由

美
子
（
茨
木
市
）
▽
川
田
貴
富
子
（
神

戸
市
）
▽
西
村
喜
久
子
（
箕
面
市
）
�

▽
天
野
Ｓ
Ｈ
Ｏ
（
神
戸
市
）
▽
稲
本

夫
美
子
（
三
原
町
）
▽
杉
本
昌
行
（
洲

本
市
）
▽
橋
本
美
登
里
（
川
西
市
）

▽
森
合
純
子
（
八
尾
市
）
▽
稲
美
町

社
協
阪
口
（
本
岡
様
）
（
稲
美
町
）

▽
サ
ン
・
レ
デ
ィ
（
三
原
町
）
▽
二
�

島
国
雄
（
神
戸
市
）
▽
永
田
美
知
子

（
倉
敷
市
）
▽
門
谷
繁
房
（
大
阪
市
）

▽
西
山
裕
子
（
明
石
市
）
▽
尾
本
忠

三
（
大
津
市
）
▽
中
邑
如
身
（
大
阪
�

市
）
▽
寺
崎
守
（
洲
本
市
）
▽
宮
谷
�

晴
生
（
洲
本
市
）
▽
田
中
町
子
（
尼

崎
市
）
▽
末
瀬
と
よ
子
（
小
野
市
）

▽
宮
川
公
江
（
橿
原
市
）
▽
後
藤
廣

士
（
加
古
川
市
）
▽
（
株
）
親
愛
従

業
員
一
同
（
亀
岡
市
）
▽
鍋
田
昭
道

（
泉
佐
野
市
）
▽
濱
田
泰
央
（
寝
屋

川
市
）
▽
西
明
石
ま
つ
り
実
行
委
員

会
委
員
長
池
内
勝
（
明
石
市
）
▽
西

山
修
一
（
寝
屋
川
市
）
▽
松
本
江
利

子
（
茨
木
市
）
▽
寺
井
直
也
（
大
阪

市
）
▽
船
頭
倶
楽
部
有
志
（
洲
本
市
）

▽
カ
サ
ジ
マ
テ
ツ
タ
ロ
ウ
▽
タ
ニ
タ

ダ
シ
▽
カ
ワ
カ
ミ
カ
ズ
ヨ
シ
▽
正
観

寺
洲
本
支
部
代
表
武
田
正
堂
▽
羽
衣

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
谷
野
一
彦

（
高
石
市
）
▽
四
条
畷
市
職
員
組
合

（
四
条
畷
市
）
▽
宮
崎
正
郎
（
南
淡

町
）
▽
谷
間
武
（
南
淡
町
）
▽
谷
間

英
次
（
南
淡
町
）
▽
鳥
取
興
業
（
株
）

鳥
取
太
一
（
南
淡
町
）
▽
石
橋
知
子

▽
泊
文
雄
（
神
戸
市
）
▽
川
崎
エ
ミ

子
（
大
阪
市
）
▽
坂
本
正
吾
（
大
津
�

市
）
▽
小
丸
栄
（
大
阪
市
）
▽
星
和

台
東
一
丁
目
自
治
会
（
神
戸
市
）
▽

斉
藤
志
乃
婦
（
神
戸
市
）
▽
重
村
徳

男
（
加
古
川
市
）
▽
倉
橋
奈
美
（
生

駒
市
）
▽
前
田
勉
（
川
西
市
）
▽
吉
�

原
渡
（
茨
木
市
）
▽
（
株
）
神
鋼
環

境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
大
阪
市
）
▽

三
尾
節
子
（
洲
本
市
）
▽
平
山
弘
子

（
三
田
市
）
▽
岡
本
志
津
（
大
阪
市
）

▽
小
森
脩
正
（
富
田
林
市
）
▽
第
41

回
市
立
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
岸
和
田
市
）
▽
林
春
子
（
奈
良
市
）

▽
北
原
美
代
子
（
神
戸
市
）
▽
置
山

辰
雄
（
猪
名
川
町
）
▽
瀧
本
京
子
（
大

阪
市
）
▽
出
口
恭
子
▽
ラ
イ
フ
由
良

南
お
客
様
募
金
箱
（
洲
本
市
）
▽
高

嶋
リ
ツ
（
神
戸
市
）
▽
東
洋
大
姫
路

高
校
生
徒
会
（
姫
路
市
）
▽
佐
々
木

利
夫
（
大
阪
市
）
▽
那
須
遥
（
高
石

市
）
▽
浅
野
和
廣
（
大
阪
市
）
▽
角

田
茂
樹
（
姫
路
市
）
▽
松
井
行
雄
（
東

大
阪
市
）
▽
別
所
春
美
（
茨
木
市
）

▽
江
田
静
子
（
箕
面
市
）
▽
江
田
直

介
（
箕
面
市
）
▽
龍
野
市
▽
ど
ん
ぐ

り
一
同
中
沢
（
大
阪
市
）
▽
入
沢
日

出
司
（
和
歌
山
県
）
▽
杉
山
安
代
（
尼

崎
市
）
▽
細
工
町
子
ど
も
会
（
洲
本

市
）
▽
山
本
浩
子
（
広
島
市
）
▽
脇

村
真
司
（
東
京
都
）
▽
水
上
好
冶
（
堺

市
）
▽
藤
原
洋
子
（
明
石
市
）
▽
北

摂
ロ
ー
ズ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
豊

中
市
）
▽
豊
中
千
里
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
豊
中
市
）
▽
ニ
シ
ノ
ミ
ヤ
シ

キ
カ
ク
グ
▽
イ
ワ
サ
キ
マ
サ
ノ
リ
▽

ヒ
ョ
ウ
ゴ
ブ
ド
ウ
サ
ン
カ
▽
幸
い
っ

て
ん
（
京
山
芸
能
）
▽
�

寺
野
容
子
（
滋
賀
県
）
▽
松
田
泰
三

（
明
石
市
）
▽
（
有
）
ジ
ェ
イ
オ
ー

ト
エ
ク
ス
ポ
ー
ツ
（
大
阪
市
）
▽
和

西
（
和
歌
山
市
）
▽
中
谷
文
江
（
橋

本
市
）
▽
安
原
績
、
早
苗
（
堺
市
）

▽
土
居
秋
夫
（
堺
市
）
▽
福
田
智
子

（
神
戸
市
）
▽
丸
岡
一
清
（
豊
中
市
）
�

▽
小
藤
妙
子
（
岸
和
田
市
）
▽
生
島
�

志
津
子
（
明
石
市
）
▽
前
山
健
二
（
和

歌
山
県
）
▽
神
戸
市
立
竜
が
台
小
学

校
（
神
戸
市
）
▽
　
野
好
延
（
洲
本

市
）
▽
岩
田
利
子
（
豊
中
市
）
▽
日

本
民
主
青
年
同
盟
兵
庫
県
委
員
会
（
神

戸
市
）
▽
湯
川
富
栄
（
神
戸
市
）
▽

曽
根
商
店
（
洲
本
市
）
▽
淡
路
町
立

石
屋
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
淡
路
町
）
▽

淺
川
泰
男
（
洲
本
市
）
▽
豊
生
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
一
同
（
洲
本
市
）

▽
奥
井
斎
（
洲
本
市
）
▽
奥
井
信
子

（
洲
本
市
）
▽
洲
本
市
下
加
茂
９
人

会
▽
福
井
市
職
員
共
済
会
（
福
井
市
）

▽
静
内
町
▽
静
内
町
議
会
▽
静
内
町

職
員
互
助
会
・
静
内
消
防
署
親
睦
会
�

��������������▽
成
山
秀
二
（
洲
本
市
）
▽
大
塚
博

祥
（
洲
本
市
）
▽
木
田
一
江
（
守
口

市
）
▽
三
田
北
摂
ル
ー
テ
ル
協
会
女

性
の
会
（
マ
リ
ア
の
会
）
（
三
田
市
）

▽
大
谷
知
香
（
堺
市
）
▽
太
田
（
神

戸
市
）
▽
山
名
田
英
雄
（
西
宮
市
）

▽
宮
川
松
寺
ク
ラ
ブ
坂
手
隆
子
（
神

戸
市
）
▽
ス
モ
ト
シ
ギ
エ
ン
キ
ン
▽
�

ヤ
マ
モ
ト
カ
ズ
ノ
リ
▽
オ
オ
タ
ラ
ク
�

ト
▽
ヒ
ガ
シ
ハ
ラ
ル
ビ
▽
フ
ク
モ
ト

キ
ョ
ウ
コ
▽
谷
彦
三
郎
（
洲
本
市
）

▽
洲
本
市
本
町
５
丁
目
洲
本
連
合
愛

育
班
役
員
７
名
（
洲
本
市
）
▽
外
町
�

婦
人
会
▽
柿
木
久
子
（
洲
本
市
）
▽

神
戸
野
田
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
有
志
（
神
戸

市
）
▽
岡
田
吉
郎
（
岡
山
県
）
▽
園

和
ふ
れ
あ
い
会
橋
平
浩
子
（
尼
崎
市
）

▽
柳
町
教
子
（
福
井
市
）
▽
前
田
恭

宏
（
洲
本
市
）
▽
平
林
喜
代
子
（
生

駒
市
）
▽
深
山
輝
子
（
神
戸
市
）
▽

日
本
理
水
設
計
（
株
）
（
大
阪
市
）

▽
芦
屋
西
ノ
町
会
（
芦
屋
市
）
▽
川

端
嘉
平
（
洲
本
市
）
▽
山
下
誠
一
（
京

都
市
）
▽
谷
哲
男
（
尼
崎
市
）
▽
砂

川
肇
（
神
戸
市
）
▽
匠
巌
・
雅
子
（
枚

方
市
）
▽
西
脇
透
（
大
阪
市
）
▽
八

木
佐
和
子
（
横
浜
市
）
▽
（
株
）
日

昭
電
機
製
作
所
（
大
阪
市
）
▽
中
筋

啓
之
（
西
宮
市
）
▽
確
井
均
（
揖
保

郡
）
▽
田
村
佳
和
（
甲
賀
市
）
▽
旧

東
京
海
上
明
石
２
Ｗ
会
有
志
一
同
（
明

石
市
）
▽
奥
野
政
昭
（
神
戸
市
）
▽

神
戸
市
立
美
賀
多
台
小
学
校
（
神
戸

市
）
▽
（
社
）
日
本
介
護
福
祉
士
会

兵
庫
県
支
部
兵
庫
県
介
護
福
祉
士
会

（
神
戸
市
）
▽
ロ
ッ
コ
ウ
シ
ョ
ウ
カ

イ
▽
マ
イ
カ
ル
０
５
０
０
▽
静
内
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
▽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
国
際
協
会
3
3
5
｜
Ａ
地
区
ガ

バ
ナ
ー
山
本
好
男
（
南
淡
町
）
▽
淡

路
開
発
環
境
推
進
会
議
理
事
長
中
林

英
樹
（
津
名
町
）
▽
小
北
哲
肆
（
猪

名
川
町
）
▽
石
井
カ
ズ
エ
（
泉
南
市
）

▽
上
山
口
婦
人
会
曙
会
内
垣
末
子
（
西

宮
市
）
▽
平
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｈ
Ｃ
会

（
大
阪
市
）
�

たくさんの救援物資が届きました�



（注）事業費支弁の時間外勤務手当は含みません。�

特殊勤務�
手　　当�
（１5年度）�

代表的な手当�
の 　 名　 称�

手 当 の 種 類 （ 手 当 数 ） �

支給対象職員１人当たり平均支給年額�

職員全体に占める手当支給職員の割合�

区　　　　　　分� 全　　職　　業�

支給額の多い手当� 清掃作業の特殊勤務手当�

１７．６％�

１5年度�
支　給　総　額　�

１4年度�

１３9,868円�

２２�

多くの職員に支給�
されている手当�

清掃作業の特殊勤務手当�

市税職員の特殊勤務手当�

時間外�
勤務手当�

79,588千円�

276千円�

56,931千円�

198千円�

職員１人当たり支給年額�

支　給　総　額　�

職員１人当たり支給年額�

�

区　　分� 内　　　容�
国の制度�
との異同�

国の制度と異なる内容�

扶養手当�

通勤手当�

住居手当�

配偶者�

扶養親族２人まで�

�

�

その他の扶養親族�

満１６歳から満２２歳までの扶養親族�

１3,5００円�

各６，０００円�

�

�

各３，０００円�

（配偶者がない場合、その内一人１１，０００円。�
  扶養親族でない配偶者を有する場合の一人目�
  の子等６，５００円。）�

一人につき５，０００円加算�

１２，０００円を超える家賃の額�

３,5００円� 自己居住者は１，０００円�
新築・購入５年経過まで２，５００円�

自動車等使用距離により�
２，０００円～２4,5００円�
２ｋｍ未満手当なし�

同�

同�

異�

同�

異�

借家居住者�

交通機関利用者�運賃（５5，０００円を限度）�

交通用具利用者�自動車等使用距離により�
３，０００円～２２，９００円�

（２７，０００円を限度）�
自己居住者�

�

８�

○定員適正化計画目標�

　本市の平成１４年４月１日現在の職員総数は３９４人（教育長含む）で、条例定数との比較で▲４０人（教育長除く）、定
員管理モデルとの比較で▲２人（一般行政部門）、類似団体との比較で▲４６．２人（普通会計部門）となっています。�
　本市の定員適正化計画の数値目標ですが、平成１４年４月１日現在の職員総数を基準として、以後５年間（平成１５年度～
平成１９年度）で一般行政部門で１５人減の２４５人とし、合計で１１人減の３８３人とする予定です。�

○定員適正化手法の概要�

　社会経済情勢の変化に的確に対応し、今後、重点的に取り組むべき新たな課題を積極的に推進するため、最も効果的な組織
体制を整備します。また行政ニーズの増減に伴い、需要が相対的に低下している部門は統廃合などにより規模の縮小を図りま
す。臨時職員や非常勤職員を活用することにより、職員数の抑制を図ります。スクラップ・アンド・ビルドの徹底を基本とし
て地域の実情に合わせた、より簡素で効率的な行政体制となるよう適切な職員配置に努めます。�

○定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要�

（１１）定員適正化計画の数値目標と進捗状況�（１１）定員適正化計画の数値目標と進捗状況�

部門�区分�
１４年�
計画前年�

１５年�
１年目�

１６年�
2年目�

１５年～１９年�
計�

（参考）�
数値目標�

一�
般�
行�
政�

特�
別�
行�
政�

１�

２�

３�

減員�

増員�

差引�

職員数�

減員�

増員�

差引�

職員数�

２６０�

▲１０�

５�

▲５�

２５５�

▲２�

１�

▲１�

７２�

▲５�

５�

２５５�

７２�

▲１０�

10

▲５� ▲１５�

２５５� ２４５�

▲２�

１�

▲１�

７２� ７３�７３�

１７年～１９年�
３年目～５年目� 部門�区分�

１４年�
計画前年�

１５年�
１年目�

１６年�
2年目�

１５年～１９年�
計�

（参考）�
数値目標�

計�

減員�

増員�

差引�

職員数�

減員�

増員�

差引�

職員数�

６０�

３８７�

１７年～１９年�
３年目～５年目�

６１�

▲１�

▲１�

６０�

▲１３�

６�

▲７�

３８７�

▲１�

▲１� ４�

６０� ６５�

▲１３�

６�

▲７� ▲１１�

３８７� ３８３�３９４�

区　分�

市　長�

助　役�

収入役�

議　長�

副議長�

議　員�

９８０，０００円�
８００，０００円�
７００，０００円�

５２５，０００円�
４３５，０００円�
４０５，０００円�

給料月額等　�区　分� 給料月額等　�

（９）特別職の報酬等の状況�（９）特別職の報酬等の状況�

給
　
料� 期

末
・
勤
勉
手
当�

報
　
酬�

（平成１５年度支給割合）�

６月期� ２．２５月分�

１２月期� ２．１ 月分�

計� ４．３５月分�

ー �
ー �
ー �

期末手当� 勤勉手当�

区　　分�

部　　門� 平成１５年�平成１６年�

職　員　数� 対前年増減数� 主な増減理由�

（各年４月１日現在）�（１０）部門別職員数の状況と主な増減理由�（１０）部門別職員数の状況と主な増減理由�

（平成１5年度支給割合）�

６月期� ２．２５月分�

１２月期� ２．１ 月分�

計� ４．３５月分�

ー �
ー �
ー �

期末手当� 勤勉手当�

普通会計　計�

特別会計　計�
合　　計�

議 会 �

総 務 企 画 �

税 務 �

民 生 �

衛 生 �

労 働 �

農 林 水 産 �

商 工 �

土 木 �

小 計 �

教 育 �

消 防 �

小 計 �

�

病 院 �

水 道 �

下 水 道 �

そ の 他 �

小 計 �

５�

８３�

２０�

５０�

４４�

１�

１９�

７�

２６�

２５５�

７０�

２�

７２�

３２７�

�

２５�

１１�

２４�

６０�

６０�

３８７�

６�

８１�

２０�

５２�

４６�

１�

１６�

７�

２６�

２５５�

７０�

２�

７２�

３２７�

�

２５�

１１�

２４�

６０�

６０�

３８７�

▲１�

　２�

�

▲２�

▲２�

�

　３�

�

�

運転手を削減�

消防防災係新設・兵庫県市長会に事務従事�

�

事務の統廃合縮小・保育士削減�

衛生一般職員削減・保健師削減�

�

農業委員会職員の部門区分修正�

特別行政部門�

公営企業等�
会計部門�

一般行政部門�

（注）職員数は一般職（教育長含む）に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、
　　派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いています。なお、洲本市職員定数条例に規
　　定している職員定数は４３３人（教育長除く）です。　　　　�

公
営
企
業
等
会
計�



�

９�

　国・地方をとりまく社会経済情勢・財政事
情は非常に厳しい状況にあり、とりわけ地方
公務員の給与などについて、大きな関心が寄
せられています。ここに市民のみなさんのご
理解を得るために次の１１項目について、市
職員の給与等の状況を公表します職員の給与等の状況を公表します。�

　国・地方をとりまく社会経済情勢・財政事
情は非常に厳しい状況にあり、とりわけ地方
公務員の給与などについて、大きな関心が寄
せられています。ここに市民のみなさんのご
理解を得るために次の１１項目について、市
職員の給与などの状況を公表します。�

区　分�
住民基本�
台帳人口�
（年度末）�

平　成�
１5年度� １5年度�

１4年度�

１6年３月３１日�
４１，017

歳出額�

１8，393,726

実質収支�

89,323

人件費�

３，111,875

人件費率�
　　　（Ｂ/Ａ）�

16.9

（参考）�

１4年度の�
人件費率�

21.1

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含めています。�

２９５� ２２０� ７５�

０�０�０�

０�０�０�

３０１� ２２５� ７６�

０�０�０�

０�０�０�

（注）退職手当の一人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。�

区　分�

１6年度�

職員数�
　　　Ａ�

　　   千円�
１，293,816

給　　　与　　　費�

給　　料� 職員手当等�期末・勤勉手当� 計　　Ｂ�

　　   千円�

３11,880
    人�

３２0
　　   千円�
552,493

　　　　千円�
２，158,189

　 千円�
６，744

一人当たり�
給与費�
（Ｂ/Ａ）�

（注）１．職員手当には退職手当を含めていません。�
　　２．職員数、給与費は当初予算に計上された数字です。�

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいうものです。�

区　分�
一般行政職�

平均給料月額�平均給与月額� 平均年齢�平均給料月額�平均給与月額�平均年齢�

技能労務職�

洲本市�

国�

３４7,400円�

３２７，５５５円�

４2.2歳�

４０．２歳�

４３2,324円� ３１0,900円�

２８３，３８４円�

４６．7歳�

４７．９歳�

３７3，378円�

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成平成１６年４月１日現在現在）�（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成１６年４月１日現在）�

区　　　分� 経験年数１０年� 経験年数１５年� 経験年数２０年�

大学卒�

高校卒�

高校卒�

一般行政職�

技能労務職�

２６0，9００円�

２２1，1００円�

２１3，3００円�

３１3，1００円�

２69，３００円�

２６0，9００円�

３７0，9００円�

３２1，1００円�

３１3，1００円�

区　　　分�
洲　本　市�

決定初任給�採用２年経過日�
給料額�

決定初任給�採用２年経過日�
給料額�

国�

大学卒�

高校卒�
一般行政職�

１７0，7００円� １９0，2００円� １70，7００円� １84，４００円�

１４3，3００円� １６0，2００円� １３8，8００円� １４８,5００円�

区　　　分� 合　　計�一般行政職�技能労務職�

職員数�

比　率�

普通昇給期間（１２～２４月）を�
短縮して昇給した職員数　�

職員数�

比　率�

普通昇給期間（１２～２４月）を�
短縮して昇給した職員数　�

区　　分� 洲　　本　　市�

（平成１5年度支給割合）�

国�

６月期� １．5５月分�

１２月期� １．4５月分�

計� ３．０  月分�

０．7   月分�

０．7   月分�

１．4  月分�

期末手当� 勤勉手当�

期末手当�
勤勉手当�

退職手当�

支給率�

支給対象職員数�

国の制度（支給率）�

支給対象職員１人当たり平均支給年額（１5年度決算）�

６．５％�

０％�

３２６人�

２65,604円�

調整手当�
（１6年４月�
１日現在）�

職制上の段階、職務の�
級等による加算措置� 有�

（支給率）�

勤続２０年�２１．０ 月分�２８.０８７５月分�
勤続２５年�３３．７５月分� ４3．335月分�
勤続３５年�４７．５ 月分�  60.99月分�
最高限度額� ６０．０ 月分� 60.99月分�

自己都合� 勧奨・定年�

その他の加算措置　定年前早期退職特例�
　　　　　　　　措置（２％～２０％加算）�
退職時特別昇給　原則１号給�
１人当たり　14,469千円　　24,588千円�
平均支給額�

（平成１5年度支給割合）�

６月期� １．5５月分�

１２月期� １．4５月分�

計� ３．0  月分�

０．7   月分�

０．7   月分�

１．4   月分�

期末手当� 勤勉手当�

職制上の段階、職務の�
級等による加算措置� 有�

（支給率）�

勤続２０年�２１．０ 月分�２８．0８７５月分�
勤続２５年�３３．７５月分� ４3,335月分�
勤続３５年�４７．５ 月分�  60,99月分�
最高限度額� ６０．０ 月分� 60,99月分�

自己都合� 勧奨・定年�

その他の加算措置　定年前早期退職特例�
　　　　　　　　措置（２％～２０％加算）�
退職時特別昇給　原則１号給�
�

（１）人件費の状況（普通会計決算）�

（２）職員給与費の状況（普通会計予算）�

（３）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成平成１６年４月１日現在現在）�

（４）職員の初任給の状況（平成平成１６年４月１日現在現在）�

（７）昇給期間短縮の状況�

（８）職員手当の状況�

（１）人件費の状況（普通会計決算）�

区　分�

１００．０�

１００．０�

１級�

事務員�
技術員�

２4

１0.8

１1.4

１１．８� １００．０�

２２2

１2.2

１3.2

9.5

２7

主事�
技師�

２級�

１1.3

10.0

8.7

２5

主任�

３級�

１4.9

１6.8

22.9

３3

主任�

４級�

１8.9

１８．6

１９．8

４2

係長�
主査�

５級�

１4.4

１３．2

15.4

32

課長補佐�

６級�

１7.6

１6.8

１1.9

３9

部長�
課長�

７級�

計�標準的な�
職務内容�

職員数�

構成比�

１年前の�
構成比�

５年前の�
構成比�

（注）１．洲本市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。�
　　 ２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。�

参
　
　
考�

（６）一般行政職の級別職員数の状況（平成平成１６年４月１日現在現在）�（６）一般行政職の級別職員数の状況（平成１６年４月１日現在）�

（２）職員給与費の状況（普通会計予算）�

（３）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成１６年４月１日現在）�

（４）職員の初任給の状況（平成１６年４月１日現在）�

（７）昇給期間短縮の状況�

（８）職員手当の状況�

人�
�

人�
�

人�
�

人�
�

人�
�

人�
�

人�
�

人�
�

人�
�

Ａ� Ｂ�
千円� 千円� 千円� ％�

�
％�
�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

（Ａ）�

（Ａ）�

（Ｂ）�

（Ｂ）�

（Ｂ/Ａ）�

（Ｂ/Ａ）�

人� 人� 人�

人� 人� 人�

人� 人� 人�

人� 人� 人�

％� ％� ％�

％� ％� ％�



洲本市立大野幼稚園�

洲本市立洲本第三小学校�

　当園は体験活動を重視しています。�

　様々な人々との触れ合いや、自然や物など直接体験することで、園児一人

一人の個性を生かしながら、他の人との調和、協調性、他人を思いやるやさ

しい心を育てるよう心がけています。�

　お蔭様で、保護者や地域の皆さんのご協力

を得ることができ、地域の人と触れ合う機会

が多く、地域の一員としての“元気！おおの

　　　　　　　　　　　　　　　  っ子！！”が育っているようです。�

�

「ＡＢＣひろば」（英語教育）を始めて２年目�

　消極的な子も繰り返し、繰り返し発音する

ことで、次第に慣れてきて、最近は普段の遊

びの中でも英語であいさつをかわしたり、カードで単語を言い合ったりする

場面が見られるようになってきました。これからも英語を楽しんでいけたら

と思っています。�

�

洲三小ニュース�洲三小ニュース�
　平成１６年度淡路地区学力向上フロンティア事業「新学習システムの推進」研修会が本校を会場として開催されました。�

　本校は文部科学省から学力向上フロンティア事業の研究指定校として、平成１４年度から本年度まで実践してきました。

特に、少人数授業による算数科の学力向上に向けて、教材の開発、指導方法の工夫改善、評価などの研究・取り組みを実

践してきました。本年度は最終年度であり、その取り組みの一端の授業公開と資料を配布し、研修会に参加した先生たち

に効果と課題提起をしました。�

１kgまでしかはかれないはかりを使って、

１kg３００ｇの砂ぶくろの重さを工夫して

はかりを使わずに計算で重さを知ろう。重さ

もたしたりひいたりできることがわかったよ。�

どちらの教室でも、重さの計算方法を知りました。�

１学習面での効果�
　・児童にとって実感のある学習ができる。�

　・一人一人の実態に応じた支援がすぐにできる。�

２生活指導面での効果�
　・一人一人をより見つめられるように、また一人一人とより関われるようになった。�

　・複数の目で見ることや多面的に見ることで、一人一人をより理解することができている。�



９０�

洲本市立中川原中学校�

洲本市立洲本幼稚園�

　中川原中学校では、１０月１２日から３日間、「中川原中学校のすばらしさ」を地域の

たくさんの皆さんに知っていただくために地域住民や保護者が自由に学校を見学する「オ

ープンスクール」を開催しました。�

　２日目（１０月１３日）の親子給食、授業参観、ＰＴＡ教育講演会には、たくさんの皆

さんに来ていただきました。親子給食でおいしい給食に舌鼓を打った後、５校時は総合の

発表会です。社会班は「環境問題」をテーマに３年越しで取組み、今年も校門前で「ポイ

捨て禁止」のキャンペーン活動を展開しました。�

　文化班は「桜かるたが語る中川原」をテーマに、地域の史跡、池、美しい風

景（中川原百景）などを調べ、かるたにまとめたことを披露しました。�

環境班は、「花の都中川原」をテーマとして、

通学路の道路際に花を植え、中川原を花でいっ

ぱいにしようという取組みの発表をしました。�

　６校時は亀谷英明さんによる「津軽三味線」

の激奏をご鑑賞いただきました。その後、実際

に生徒や保護者に三味線を弾いてもらいました

が、思ったより難しかったようでした。�

○どの班もすばらしかった。３年間見させてもらっていますが、年々パワーアップし、レベルアップしていますね。こ
　れだけのことをするために本当によく調べ時間をかけ、努力したことが伝わってきました。�
○長期間の取組みご苦労様でした。中川原の知らなかったことがわかり、ゴミの処理について自分なりに考える機会に
　なったと思います。また、校門前のきれいに咲いた花を見るたびに心がなごみます。�
○どの学年もしっかりと大きな声で発表できたと思います。これまでの先生方と生徒たちのお取組みの頑張りをひしひ
　しと感じました。�

「総合的な学習の時間」発表会を参観された方の感想から�

　洲本幼稚園は昭和１８年に現在の中央公民館横に創立されました。平成７年の阪神淡路大震災で被害を受け、現在の場
所（洲本第二小学校裏）に移転しました。園正面からは三熊山を仰ぎ洲本城にお堀や歴史のある神社などに囲まれた静か
な環境にあります。�
　当園は「心身共に健康で、心情豊かな子どもの育成」を教育目標に掲げ、自然体験、社会体験を通して豊かな心情の育
成を目指しています。いたわりの気持ちを育むために、地域の皆さんや総合福祉会館の高齢者の人と一緒に遊んだり、も
ちつきをしています。高齢者とふれあっている子どもの姿からは日頃見られない優しい態度が見られます。また、隣接す
る洲本警察署や広域消防署などを訪問し、市民の安全のために一生懸命仕事をしているおまわりさんや消防士さんに感謝
する心を育んでいます。�
　幼児教育の結果はすぐには現れませんが、思いやりや忍耐、何でも一生懸命するなど内面的な育成を重要視したいと思
います。これからも、保護者、地域の皆さんと連携を取りながら協力していただいて成長していく子どもたちの笑顔がよ
り輝くように、子どもたちを見守っていきたいと思います。�

地域と育つ元気な子�地域と育つ元気な子�

親子給食�

オープンスクール�

津軽三味線�
総合学習発表会�
～文化班～�

一生懸命の結果一生懸命の結果� 「いつまでもお元気で」「いつまでもお元気で」�

「おまわりさん、ありがとう」「おまわりさん、ありがとう」�

一生懸命の結果� 「いつまでもお元気で」�

「おまわりさん、ありがとう」�



写真�ニュース�

創造力豊かに　第３５回洲本市小中学校造形展�

　第３５回洲本市小中学校造形展が、１１
月２１日から２３日まで洲本市民会館で行
われました。写生やデザインなどの絵画や、
グループでの立体作品など、さまざまな作
品が展示され、訪れた小学生たちは同級生
の作品に歓声を挙げていました。�

　中国海南省教育視察代表団が、
１２月１日、洲本幼稚園と安乎小
学校を見学に訪れました。視察団は、
中国ではまだ少ない幼稚園や、日
本の学校施設などについて熱心に
質問していました。�

１２�

中国海南省教育視察代表団が訪問�

平成１６年度洲本中央公民館まつ
りが、１１月２２、２３日中央公
民館で開催されました。公民館活
動で行われている刺繍や編み物な
どの手芸作品や、木彫りや書道、
日本画の芸術作品など、日頃の活
動成果を発表しました。�

日ごろの活動を発表�

　１２月４日から１０日までの「第
５６回人権週間」の街頭啓発が、
１２月５日ジャスコ新洲本店前で
行われました。「育てよう一人一
人の人権意識」を合い言葉に、女
性の地位向上や子どもの人権保護
を訴えました。�

人権身近なことから考えよう�

　自分がオーナーとなる木を選び、
自由なときに取りに訪れることの
できる「みかんの木のオーナー制度」
の説明会が、１１月２３日物部の
みかん園で行われました。説明会
には２４組およそ５０人が参加し、
説明の後、自分がオーナーとなる
みかんの木を、慎重に選びました。�

みかんの木のオーナー説明会�

ねんりんピックで　萩原さん優勝�

　武田一さんが瑞宝双光章を受章し、１１月１１日
市役所で、伝達式が行われました。今回は永年にわ
たり県職員として地方自治の発展に努めた功績が認
められたものです。�

武田さんが高齢者叙勲�

　青雲中学校２年の竹口うららさんが高円宮杯第
５６回全日本中学校英語弁論大会兵庫県大会で第
１位となり、全国大会に出場しました。竹口さん
のスピーチは「和のこころ」と題し、茶道を世界
に広める夢を語ったものです。�

英語弁論大会　全国大会へ�

　萩原正純さんが、１０月に行われた「第１７回
全国健康福祉祭群馬大会ねんりんピックぐんま」
で背泳５０　（７５歳以上の部）で優勝し、１１
月３０日市役所に報告に訪れました。脳梗塞を患
ってからもリハビリを兼ねて水泳を続け、同種目
で３連覇を飾りました。�

メー�
トル�

（写真は１１月２２日市役所で行われた激励会）（写真は１１月２２日市役所で行われた激励会）�（写真は１１月２２日市役所で行われた激励会）�
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約
十
五
分
焼
く
。�

�

く
る
く
る
ミ
ー
ト
パ
イ�

◆材料（４個分）�

　合びきミンチ　　１００�

　塩・こしょう各　少々�

　玉ねぎ　　　　　１/２個�

　じゃがいも　　　１００　�

　パン粉　　　　　大さじ１�

　牛乳　　　　　　大さじ１�

　ケチャップ　　　小さじ１�

　冷凍パイシート　１枚�

　卵黄　　　　　　適量�

�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�
グラ�
ム�

キ�
　ロ�
�

カロ�
リー�

１人分�

栄養士　久保田とし子�

耳 鼻 科 の 診 療 �

小 児 科 の 診 療 �

年 末 ・ 年 始 の 応 急 診 療 �年 末 ・ 年 始 の 応 急 診 療 �

１２月３１日（金）�

１月　１日（土）�

１月　２日（日）�

１月　３日（月）�

�

午前９時～１１時３０分�

午後１時～　４時３０分�

午後６時～　９時３０分�

耳 鼻 科 の 診 療 �

小 児 科 の 診 療 �

３１日（水）�

１日（木）�

２日（金）�

３日（土）�

たなか医院�

とみもと小児科医院�

奥村小児科医院�

大橋医院�

緑町広田広田865-7�

津名町志筑新島10-9�

洲本市物部495-4�

北淡町育波122

開　設　日� 受　付　時　間�

診　療　日� 医　療　機　関 住　所・電　話　番　号�

45・1599�

62・6266�

22・3623�

84・0066�

�

３０日（木）�

３１日（金）�

１日（土）�

２日（日）�

３日（月）�

仲野耳鼻咽喉科�

東浦平成病院�

戸田耳鼻咽喉科医院�

福田耳鼻咽喉科�

中林病院（耳鼻科）�

洲本市栄町3-1-43�

東浦町久留麻1867�

津名町志筑新島6-23�

緑町広田広田887―1�

三原町神代国衙1680-１ 

診　療　日� 医　療　機　関 住　所・電　話　番　号�

24・0033�

74・0503�

62・5347�

45・1793�

42・6200

１２月�

１２月�

１月�

１月�

１月�

１２月�

１月�

１月�

１月�

御食国� 洲本バスセンター�洲本バスセンター�

P

P

P

洲本市�
健康福祉館�

休日等応急診療所�
　　　　入口�洲本市�

健康福祉館�

休日等応急診療所�
　　　　入口�

図書館�

　洲本市休日等応急診療所（港２番26号、洲本市健

康福祉館内）では、今年も年末年始の応急診療を次

のとおり行います。�

　　診察は、洲本市医師会の医師が当番で担当　　

　　します。�

　　必ず保険証を持参してください。�

　兵庫県耳鼻科医会では、本年度も年末年始の急患に対応するため次のとおり診療を行います。�

　　　　　診療時間は、すべて午前９時～午後５時です。�

　　　　　受付時間などは各医院で異なりますので直接問い合わせてください。�

　　　　　保険証を必ず持参してください。�

　淡路医師会では、本年度も在宅輪番制による年末年始の小児救急患者の診療を行います。�

　　　　　診療時間は、すべて午前９時～正午（受付は午前１１時３０分まで）。�

　　　　　保険証を必ず持参してください。�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�
▽
�
▽
�

ゆ�
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報にのって�
いたねと、ひと声かけてね。�

　
子
宮
が
ん
に
は
子
宮
頚
が
ん

と
子
宮
体
が
ん
の
二
種
類
が
あ

り
子
宮
の
入
り
口
に
で
き
る
の

が
子
宮
頚
が
ん
、
胎
児
の
宿
る

子
宮
体
部
に
で
き
る
の
が
体
が

ん
で
す
。�

　
体
が
ん
は
頚
が
ん
の
約
十
　

と
少
な
く
、
年
齢
は
頚
が
ん
は

三
十
歳
代
の
人
に
も
多
く
見
ら

れ
ま
す
が
、
体
が
ん
は
四
十
歳

代
以
上
で
特
に
閉
経
期
前
後
か

ら
多
く
な
り
更
年
期
で
月
経
が

不
順
に
な
っ
た
と
思
っ
た
り
、

い
つ
ま
で
も
月
経
が
あ
る
と
思

わ
れ
て
い
る
場
合
も
多
い
の
で

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
　
子
宮
が
ん
の
症
状
で
特

に
注
意
す
る
の
は
「
不
正
性
器

出
血
」
と
「
お
り
も
の
」
の
二

つ
で
す
。
不
正
性
器
出
血
は
初

期
症
状
と
し
て
最
も
重
要
な
症

状
で
性
交
時
に
起
こ
る
接
触
出

血
も
不
正
性
器
出
血
で
あ
り
、

月
経
周
期
か
ら
み
て
出
血
す
る

は
ず
が
な
い
日
に
少
し
で
も
出

血
を
み
た
と
き
は
す
ぐ
婦
人
科

に
か
か
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。�

　
お
り
も
の
も
初
期
症
状
と
し

て
重
要
で
す
。
出
血
が
少
な
い

場
合
は
本
人
は
出
血
と
は
気
づ

か
ず
に
「
お
り
も
の
の
色
が
変

わ
っ
た
」
と
軽
い
気
持
ち
で
見

逃
す
場
合
が
多
い
の
で
す
。
肉

汁
様
の
お
り
も
の
が
あ
っ
た
り
、

お
り
も
の
に
血
が
混
っ
た
り
し

た
と
き
に
は
す
ぐ
に
婦
人
科
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
。�

　
子
宮
頚
が
ん
の
検
診
は
綿
棒

な
ど
で
子
宮
の
入
口
の
部
分
を

こ
す
っ
て
は
が
れ
落
ち
た
細
胞

を
採
取
し
て
そ
れ
を
染
色
し
て

顕
微
鏡
で
観
察
す
る
だ
け
で
痛

い
と
い
う
こ
と
も
殆
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
が
ん
組
織
は
正
常
組

織
と
比
べ
て
脆
く
は
が
れ
落
ち

や
す
い
の
で
か
な
り
初
期
の
小

さ
な
が
ん
で
も
検
診
で
も
発
見

す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
す
。�

　
洲
本
市
で
も
子
宮
頚
が
ん
検

診
は
三
十
歳
以
上
を
対
象
と
し

て
お
り
ま
す
が
こ
れ
は
統
計
的

に
発
症
年
齢
が
低
く
な
っ
て
い

る
た
め
で
す
。
ま
だ
若
い
と
思

っ
て
い
る
人
も
子
宮
頚
が
ん
は

若
年
発
症
し
ま
す
の
で
進
ん
で

検
診
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。�

募

集

� 子

宮

が

ん

�

���������　
平
成
十
七
年
一
月
十
七
日
に

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
犠
牲
者

へ
の
追
悼
式
典
と
被
災
地
を
と

も
に
歩
き
、
震
災
で
学
ん
だ
教

訓
を
新
た
に
す
る
た
め
の
ウ
ォ

ー
ク
な
ど
多
彩
な
行
事
を
行
い

ま
す
。
�

▼
参
加
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

　
１
　
１７
ひ
ょ
う
ご
メ
モ
リ
ア

　
ル
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
（
兵

庫
県
総
括
部
復
興
推
進
課
内
）

（
　
０
７
８
・
３
６
１
・
５
５

５
７
）
へ
。
�

���������　
経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統

計
調
査
を
十
二
月
三
十
一
日
現

在
で
実
施
し
ま
す
。
�

　
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ

の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
�

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
し
て
い
た

だ
く
調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
調

査
員
が
お
伺
い
し
た
際
は
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
部

総
務
課
（
　
２
２
・
３
３
２
１

内
線
２
２
４
、
２
２
５
）
へ
。
�

����　
二
十
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、

ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
�

　
洲
本
市
で
は
平
成
十
七
年
の

成
人
式
を
次
の
日
程
で
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
�

◆
と
　
き
　
平
成
十
七
年
一
月

　
九
日
（日）
▽
受
付
　
午
後
二
時

　
半
〜
▽
開
式
　
午
後
三
時
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
民
会
館
�

◆
対
象
者
　
昭
和
五
十
九
年
四

　
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
年
四

　
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
�

※
洲
本
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ

て
い
る
人
に
は
、
十
二
月
中
旬

に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。
�

 
ま
た
、
本
市
出
身
者
で
就
職
、

進
学
な
ど
に
よ
り
現
在
洲
本
市

に
住
民
登
録
が
な
い
人
も
、
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
　
２
２
・
３
３

２
１
内
線
３
７
３
）
へ
。
�

�
１．

１７
ひ
ょ
う
ご
�

メ
モ
リ
ア
ル
ウ
ォ
ー
ク
２００５�
�

　
参
　
加
　
者
�
製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ
�

統

計

調

査

に

�

ご
協
力
く
だ
さ
い
�
平

成

十

七

年

�

成
人
式
の
ご
案
内
�

高田医院�

高田　康彦  医師�

パ
ー
�

セ
ン
ト
�

．�
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����◆
と
　
き
　
十
二
月
二
十
一
日

　
（火）
、
午
前
十
時
〜
正
午
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
総
合
庁
舎
�

◆
相
談
員
　
司
法
書
士
会
淡
路

　
支
部
の
司
法
書
士
二
人
を
予

　
定
�

※
必
ず
事
前
に
予
約
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
。
�

※
こ
の
相
談
会
は
今
後
毎
月
一

回
（
第
三
火
曜
日
）
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
場
所
、
時

間
帯
に
つ
い
て
は
同
じ
で
す
。
�

▼
予
約
な
ど
詳
し
く
は
、
司
法

書
士
濱
口
事
務
所
（
　
０
７
９
�

９
・
６
２
・
５
８
２
９
）
へ
。
�

������　
台
風
の
災
害
な
ど
に
よ
り
使

え
な
く
な
っ
た
り
、
廃
車
を
し

た
場
合
、
手
続
き
を
し
な
い
と

来
年
度
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
廃
車
や
名
義
変
更

の
手
続
き
を
お
忘
れ
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。
�

▼
市
役
所
総
務
部
税
務
課
市
民

税
係
（
　
２
２
・
３
３
２
１
、

内
線
２
５
８
）
へ
。
�

�

������　
警
察
で
は
、
毎
年
一
月
十
日

を
「
一
一
〇
番
の
日
」
と
定
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
一
一
〇
番
通

報
を
早
く
・
正
し
く
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
�

　
一
一
〇
番
は
、
事
件
事
故
な

ど
を
い
ち
早
く
警
察
に
知
ら
せ

て
い
た
だ
く
緊
急
通
報
電
話
で
す
。
�

　
緊
急
以
外
の
事
柄
で
、
一
一

〇
番
を
利
用
さ
れ
ま
す
と
、
そ

の
間
に
事
件
事
故
に
遭
っ
た
（
目

撃
し
た
）
人
か
ら
の
緊
急
通
報

に
支
障
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
運
転
免
許
や
遺
失

物
の
問
い
合
わ
せ
は
、
洲
本
警

察
署
（
　
２
２
・
０
１
１
０
）

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
�

※
各
種
相
談
ご
と
は
「
＃
９
１

１
０
」
県
警
な
ん
で
も
相
談
電

話
を
ご
利
用
下
さ
い
。
�

洲
本
警
察
署
�

��������

���◆
十
二
月
二
十
日
（月）
�

▽
午
前
十
時
〜
正
午
、
午
後
一

　
時
〜
午
後
三
時
半
�

　
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
�

◆
一
月
七
日
（金）
�

　
▽
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
四

　
十
五
分
�

 
洲
本
警
察
署
�

　
▽
午
後
一
時
十
分
〜
二
時
半
�

 
県
立
淡
路
病
院
�

　
▽
午
後
三
時
半
〜
四
時
半
�

　
関
西
電
力
�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
　
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。
�

�

原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊

自
動
車
の
廃
車
・
譲
渡
の

手
続
き
は
お
済
で
す
か
�

一
月
一
〇
日
は
「
一一
〇
番
の
日
」
�

緊
急
時
あ
わ
て
ず
�

あ
せ
ら
ず
一
一
〇
番
�

司

法

書

士
に
よ
る
�

無
料
法
律
・
登
記
相
談
�

母：明美さん（由良）�

田中　真人 ちゃん（平成１５年９月６日生まれ）�
お姉ちゃん、お兄ちゃんといつまでも仲良くね。�

わが家の　ホ ー プ�

まさと�

献
血
日
程�

大雨時通行止区間のご案内�大雨時通行止区間のご案内�大雨時通行止区間のご案内�
　大雨・台風・大雪・地震などのとき、道路を利
用される皆さんの安全を守るため「通行止」など
の通行規制を行う場合があります。通行止実施中
は皆さんののご理解とご協力をお願いします。�

土砂、落石など災害を発見された場合は、ご連絡ください。
　国土交通省近畿地方整備局兵庫国道事務所（　０７８・

３３４・１６００）か、洲本維持出張所（　２２・１６

８０）へ。�

▼
�

図面対
象番号�
�

１�
�
�
�

２�
�
�
�
�
３�

（参考）�
�

路線名�
��
一般国
道２８
号�
�
�一般国

道２８
号�
�
�神戸淡
路鳴門
自動車
道�

通行止区域�

津名郡津名町

塩尾～洲本市

安乎町平安浦�

洲本市中川原

町厚浜～洲本

市炬口�

＊通行止基準
に達し、交通
が危険である
と認められる
IC区間。�
�

通行止基準�
�

�

�

連続雨量�

160�

�
�
�
�
連続雨量概
ね250　　
以上�
時間雨量�
概ね40　　
以上�
�

問合せ先�
�

国土交通省兵

庫県国道事務

所（　０７８・

３３４・１６

００）�

洲本維持出張

所（　２２・

１６８０）�

�

本州四国連絡
橋公団垂水交
通管制室（　
０７８・７０
９・０４２７）�
�

ミ�
　リ�
メー�
トル�

ミ�
　リ�
メー�
トル�

ミ�
　リ�
メー�
トル�

◆１月１７日は「防災とボランティア」の日です。�



◆と　き　１月１７日月まで（イルミネーションの点灯は午
　　　　　後５時～９時まで）�

　　　　　ウィンターイルミネーション開催日は、淡路口ゲ

　　　　　ートと淡路口駐車場のみ午後4時３０分～９時ま

　　　　　でオープンしています�

◆入園料　午後４時３０分～９時までの入園料は大人２８０
　　　　　円、小人（６歳以上１５歳未満）は５０円�

　詳しくは明石海峡公園管理センター（　０７９９・７２・

２０００）へ。�

 今年も大晦日からお正月にかけてコモード５６レ

インボープラザと洲本八幡神社をメイン会場に、

市内各所で様々なイベントが開催されます。�

◆と　き　１２月３１日（金）午後１０時～１月

　　　　　１日（土）午前２時�

◆ところ　コモード５６レインボープラザ、洲本

　　　　　八幡神社、厳島神社、洲本神社、各商

　　　　　店街ほか�

◆内　容　吉本興業のタレントによるカウントダ

　　　　　ウン、新春夢花火、元旦市、八狸スタ

　　　　　ンプラリーなど�

　詳しくは、同フェスティバル実行委員会（　２２・

２５７１）へ。�
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「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
」
の

　
定
義
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拡
大
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▽
保
護
命
令
制
度
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拡
充
�

　
　
離
婚
後
も
暴
力
が
続
く
場

　
合
、
元
配
偶
者
も
対
象
と
す

　
る
。
　
�

　
　
被
害
者
と
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未
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年
の
子
ど
も
も
接
近
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止
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令
の
対
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と
す
る
。
�

　
　
退
去
命
令
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期
間
を
二
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月
に
拡
大
。
�

　
　
退
去
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令
に
つ
い
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も
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度
の
申
立
て
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可
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と
す
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�

▽
市
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タ
ー
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�
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�
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�
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▽
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重
�

▼
詳
し
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兵
庫
県
県
民
政

策
部
地
域
協
働
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女
家
庭
課

男
女
共
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参
画
係
（
　
０
７
８
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３
４
１
・
７
７
１
１
、
内
線
２

８
０
２
）
か
、
内
閣
府
の
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
被
害
者
支
援
情

報
サ
イ
ト
（
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
へ
。
�

�

１６�

情報広場�

▼
�

▼
�

　
　
　
　
　 http://w

w
w
.gende�

r.go.jp/e-vaw
/index.htm

１�２�３�４� ◆
改
正
の
主
な
内
容
�

　
平
成
十
三
年
四
月
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び

被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
十
月
十

三
日
（
一
部
は
平
成
十
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
保
護
命
令
の
対
象
を
、
子
ど
も
や

離
婚
し
た
元
配
偶
者
ま
で
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
退
去
命

令
の
期
間
を
二
か
月
に
延
長
す
る
こ
と
な
ど
を
柱
と
し
た

改
正
法
が
成
立
し
、
平
成
十
六
年
十
二
月
二
日
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
�

阪神・淡路大震災１０周年記念�阪神・淡路大震災１０周年記念�
淡路島国営明石海峡公園�

　阪神・淡路大震災10周年記念事業として、高さ10　の
シンボルツリーなど100,000球のイルミネーション装飾
とライトアップを実施します。そのほか、期間中にはハ
ンドベルの演奏など各種イベントも開催します。�

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
�

　
　
　
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
改
正
さ
れ
ま
し
た
�

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
�

　
　
　
改
正
さ
れ
ま
し
た
�

台風２３号からの復興の願いを込めて�

を実施します。�
◆と　き　１２月１９日（日）～平成１７年１月３０日（日）�
　　　　　１２月１９日の点灯式には、舞台イベント、ナイトバ

　　　　　ザールなども開催�

◆ところ　市民広場周辺�

メー�
トル�



※業務・年齢などにより産業別最低賃金の適用が除

外され兵庫県最低賃金が適用される場合があります。�

　詳しくは、兵庫労働局労働基準部賃金課（　０７８・

３６７・９１５４）へ。�
　詳しくは、裁判所ホームページ　http://www.courts.go.jp/へ。�

１７�

２７２�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

��ホ
ソ
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リ
カ
メ
ム
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ホ
ソ
ヘ
リ
カ
メ
ム
シ
は
体
長

が
十
五
　
前
後
、
か
ら
だ
は
黒

褐
色
か
ら
赤
褐
色
ま
で
変
化
が

あ
り
、
雄
に
は
黄
色
や
黒
色
の

斑
紋
が
あ
り
ま
す
。
�

　
越
冬
し
た
成
虫
は
四
月
頃
か

ら
活
動
を
始
め
、
エ
ン
ド
ウ
や

イ
ン
ゲ
ン
な
ど
で
、
豆
の
さ
や

か
ら
汁
を
吸
っ
て
害
を
与
え
ま

す
。
年
に
二
〜
三
回
の
発
生
を

繰
り
返
し
て
、
マ
メ
科
や
イ
ネ

科
な
ど
の
作
物
を
加
害
す
る
の

で
、
昔
か
ら
農
業
害
虫
と
し
て

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

　
幼
虫
は
成
虫
よ
り
も
腹
部
の

幅
が
少
し
広
く
て
、
全
体
の
形

や
歩
き
か
た
が
ア
リ
に
似
て
い

ま
す
。
秋
に
成
虫
に
な
っ
た
も

の
は
、
雑
草
の
茂
み
な
ど
で
冬

を
越
す
の
で
す
。
�

　
ホ
ソ
ヘ
リ
カ
メ
ム
シ
は
、
日

本
全
土
に
分
布
す
る
普
通
種
で

す
。
淡
路
島
で
も
各
地
で
よ
く

見
ら
れ
ま
す
。
�

▼
�▼
�

平成２１年までに�

　「裁判員制度」が、「裁判員の参加する刑事裁

判に関する法律」の公布日（平成１６年５月２８日）

から５年以内に実施されます。�

　「裁判員制度」は国民の皆さんに裁判員として

刑事裁判に参加してもらい、被告人が有罪の場合

どのような刑にするかを裁判官と一緒に決めても

らう制度です。�

　国民が裁判に参加する制度は、アメリカ、イギ

リス、ドイツ、イタリアなどでも行なわれています。�

�

　　法律の専門家でない国民のみなさんが刑事裁

　　判に参加することにより、裁判が身近で分か

　　りやすいものとなり、司法に対する信頼の向

　　上につながることが期待されています。�

　　２０歳以上の国民のみなさんの中から、抽選

　　で候補者を選びます。実際に裁判員になるのは、

　　この候補者の中から、事件ごとに選任のため

　　の手続きにより選ばれた人たちです。�

　　裁判官３人と裁判員６人が一組となり、法廷

　　で検察官の主張や被告人・弁護人の主張、証

　　拠の内容を見聞きした上で、被告人が有罪か

　　どうか、また有罪であるとしたら、どのよう

　　な刑が適当かを議論して決めます。�

　　多くの裁判は、数日間で終わります。裁判所

　　としても充実した裁判を行い、国民のみなさ

　　んの負担を軽くするように努力していきます。�

ミ�　
リ�

◆地域別最低賃金（平成１６年９月３０日から）�

 兵庫県最低賃金　　６７６円兵庫県最低賃金　　６７６円�
時間額時間額�

 兵庫県最低賃金　　６７６円兵庫県最低賃金　　６７６円�
時間額時間額�

 兵庫県最低賃金　　６７６円�

◆産業別最低賃金（平成１６年１２月１日から）�

適　用　業　種�

繊維工業・靴下製造業         　

塗料製造業�

鉄鋼業�

一般機械器具製造業�

電気機械器具製造業、情報通信機械器

具製造業、電子部品・デバイス製造業

輸送用機械器具製造業         　�

計量器・測定器・分析機器・試

験機・測量機械器具製造業�

各種商品小売業�

自動車小売業�

時間額�

７３３円�

８３４円�

８０６円�

７９６円�

７６０円�

８３１円�

７６４円�

７４１円�

７７９円�

時間額�

ホソヘリカメムシの成虫�



　１２月２９日から１月３日ま

で市の業務は休みになりますが、

出生届や死亡届などの戸籍の届

については、いつでも受け付け

します（宿直での受け付けとな

ります）。住民異動届や印鑑登

録の手続きは、休みの期間中は

できません。�

　詳しくは、市役所市民生活部

市民課（1２２・３３２１内線

４１５）へ。�

�

洲本市民工房・ギャラリー�

写真部ゲンゾー写真展０１�

◆と　き　１２月２３日（木）～２６日（日）

　午前１０時～午後７時（初日は午後１時

　より、最終日は午後５時まで）�

◆主催　写真部ゲンゾー�

古希記念　山本正明作品展�

◆と　き　１月５日（水）～１１日（火）�

　午前１０時～午後６時（最終日は正午まで）�

平成１６年度YU・らいふ・サポート事業�

兵庫県立淡路養護学校「校外作品展」�

◆と　き　１月１５日（土）～１７日（月）�

　午前１０時～午後６時（最終日は午後４

　時まで）�

淡味篆會作品展２００５（篆刻・書・画）�

◆と　き　１月２５日（火）～３０日（日）

　午前１０時～午後６時�

◆主　催　淡味篆會　南岳　杲　�

１８�

　図書館では「広報すもと」以外に図
書館の広報誌として、「赤れんが」・
「児童版　あかれんが」・「新着案内」
を毎月１２日に発行しております。図
書館や市内の各公共施設などで配布し
ていますので、ぜひご覧ください。�

《 新着本紹介 》�

｢日本を愛したティファニー｣�

久我なつみ／著　河出書房新社�

｢夜回り先生と夜眠れない子どもたち｣�

水谷修／著　サンクチュアリ�

｢もうひとつの冬のソナタ｣�

キム・ウニ／著　ワニブックス�

｢電車男｣�

中野独人／著　新潮社�

｢親子ストレス｣�

汐見稔幸／著　平凡社�

�

《 行事のお知らせ 》�

「冬休みビデオ上映会」�

１２月２５日（土）午後３時から�

「いっしょにおはなしかい」�

（０～３歳児対象）�

１月5日(水) 午前１１時から�

「おはなし会」　　（３～６歳児対象）�

１月８日(土) 午後２時から�

「もっとおはなし会」　（小学生対象）�

１月８日(土) 午後２時３０分から�

「つくってあそぼう！」�

１月１６日（日）午後２時から�

※「つくってあそぼう！」は定員４０

人。参加申込は前日まで。�

�

TEL 26-1133

淡路ごちそう館� （みけつくに）�御食国�

�

御食国の忘新年会プラン承り中�

私たちの住む淡路島の特産品を全
国へ宅配します。�
＊￥５，０００以上のお歳暮は�

全国宅配無料！�

〈１２月の定休日〉１２月１５日（水）�
�
貸切などの事情により上記定休日以外でも一般営業をお休みする場合がございます。�

おまかせコース・飲み放題付　　￥４，５００（男性）�
料理長特選コース・飲み放題付　￥６，５００（男性）�

メインホールで貸切パーティーを！�
５０人～２００人まで各種パーティーにご利用いただけます。�

その他、特選鍋コース（スキヤキ又はしゃぶしゃぶ）�
などもございます。詳細はお問い合せください。�

＊宅配無料期間は平成１６年１２月２６日まで。�

１２月２９日（水）から１月３日（月）まで、市の業務はお休みとなります。�

◆休館日　１２月２９日（水）
～１月３日（月）�

　詳しくは、市民工房（1２２・

３３２２）へ。�

�

�

◆プール棟臨時休館日　１２月
２３日（木）～２６日（日）�

◆本館・プール棟休館日　１２
月２７日（月）～１月４日（火）�

※ただし１２月２７日は通常休

館です。�

　詳しくは、市民交流センター（1

２４・４４５０）へ。�

�

　１２月２９日から１月３日は

留守番電話での対応になります。�

　緊急の場合や、テレビが写ら

ないといった故障、取材に対す

る情報提供などは、お名前や連

絡先、用件などを留守番電話に

いれてください。担当者から連

絡します。�

　なお、この期間、契約内容の

変更や有料チャンネルのお申込

みなどは、受付できませんので

ご注意下さい。�

　詳しくは、淡路島テレビジョ

ン（1２５・２５２５）へ。�

�

窓口発行業務� 市民工房�
淡路島テレビジョンの�
受付業務�

市民交流センター�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�



成人健康相談�
◆とき　毎月第１～４金曜日、�
◆受付　午後１時～１時３０分�
心の相談  要予約�
精神病、痴呆、アルコールその他心
の相談など。�
◆とき　毎月第２火曜日、奇数月第
３火曜日、午後１時３０分～�
栄養表示基準制度相談  要予約�
◆とき　毎月第１、３月曜日、午前
１０時～正午�
栄養専門相談  要予約�
◆とき　毎月１・３月曜日午後１時～
５時�
胃がん検診 �
◆とき１１月 ４日（木）、午前９時～
申込・市 保健センターへ�
２時間人間ドック  �
◆とき　火、水、木曜日で保健所が
指定する日、午前９時～�
＊料金１４，９９０円、申込・洲本
　健康福祉事務所（保健所）へ�
＊洲本市民で国民健康保険に加入し
３０歳以上の人に８，０００円、社
会保険などの加入者で４０歳以上の
人に５，０００円の助成があります。
（ただし１年度１回限り）�
　助成について条件などがあります
ので、国保の人は、市民課国保年金
係（1２２・３３２１内線２５５）
へ。�

すくすく子育て相談　要予約�
　ゆっくりと相談していただけるよう、
できるだけご予約お願いします。�
�
　     乳児期　　　　　幼児期�
  （１か月～１歳頃まで） 　（１歳頃～）�
 �　１月２１日（金）　１月１２日（金）�
 午前９時３０分～ 　午前１０時～�
�
歯科保健相談 �
　◆とき　毎月第４水曜日�
　◆受付　午後１時～１時３０分。
　　フッ素塗布を同時に行います（予
　　約が必要、料金１，４８０円）。�
�
成人健康相談 （糖尿病予防重点相談）�
　◆とき　毎月第１、３月曜日、午
　　後１時～３時  （栄養相談は第１
　　月曜日）�
�

１９�

マタニティメイト（対象・妊婦）　�
全教室、妊婦さん・ご家族同士の交
流を大切に開催しています！�
「いのちって何だ」 �
　◆とき　毎月第１～第４月曜日�
　◆受付　午前９時３０分～�
　◆内容　母子健康手帳の交付�
「お母さんは元気」  �
　◆とき　１２月２２日（水）�
　◆受付　午後１時３０分～�
　◆内容　妊娠中の栄養と歯科健診�
「赤ちゃん大好き」  �
　◆とき　１月１１日（火）�
　◆受付　午後１時３０分～�
　◆内容　妊娠期の生理と過ごし方�
「こんにちは赤ちゃん」　要予約�
　◆とき　２月１日（火）�
　◆受付　午後１時３０分～�
　◆内容　沐浴の練習�
「おっぱいで育てたい」�
　◆とき　１２月２１日（火）�
　◆受付　午後１時３０分～�
　◆内容　妊婦体操�

１２月、１月の乳幼児健康診査・相
談を次のとおり行います。対象者に
は問診票などを送付しますので、母
子手帳を持参し受診してください。�
◆受　付　　乳児、１０か月、１歳
６か月健康診査、２歳児健康相談　 
午後１時～１時１５分�
　３歳児健康診査　午後１２時４０分～１時�
　７か月児相談　午前９時４５分～１０時�

１２月１６日（木）�

１２月２２日（水）�

１２月２４日（金）�

１月１３日（木）�

１月１４日（金）�
（第２金曜日）�

１月２０日（木）�

１月２６日（水）�

１月２７日（木）�

１月２８日（金）�
（第３金曜日）�
�

乳児健康診査（H１６年８月生）�

７か月児健康相談（H１６年５月生）�

１歳６か月健康診査（H１５年５月生）�

３歳児健康診査（H１３年１０月生）�

１０か月健康診査（H１６年２月生）�

乳児健康診査（H１６年９月生）�

７か月児健康相談（H１６年６月生）�

２歳児健康相談（H１５年１月生）�

１歳６か月健康診査（H１５年６月生）�

　
台
風
二
十
三
号
に
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
様
々
な
と

こ
ろ
で
被
害
の
大
き
さ
に

気
付
か
さ
れ
ま
す
。
毎
年

掲
載
し
て
い
る
「
洲
本
市

重
大
ニ
ュ
ー
ス
」
も
、
今

年
の
ト
ッ
プ
は
や
は
り
台

風
で
す
。
◆
十
二
月
に
入

っ
て
も
、
冬
と
は
思
え
な

い
温
か
い
気
候
が
続
き
ま

す
が
、
こ
れ
も
温
暖
化
の

影
響
で
し
ょ
う
か
。
今
ま

で
は
、
問
題
が
大
き
く
て

実
感
し
に
く
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
回
の
災
害
で
自

然
の
驚
異
を
、
そ
し
て
ゴ

ミ
問
題
で
あ
っ
た
り
、
高

齢
化
問
題
で
あ
っ
た
り
今

日
の
諸
問
題
を
痛
切
に
感

じ
ま
し
た
。
◆
ま
だ
ま
だ

課
題
の
多
い
年
の
瀬
で
す

が
、
今
月
号
広
報
に
も
、

小
・
中
学
生
か
ら
高
齢
者

の
皆
さ
ん
の
努
力
の
成
果

や
、
復
興
の
願
い
を
こ
め

て
開
催
さ
れ
る
「
光
の
街
・

洲
本
２
０
０
４
」
の
開
催

の
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
来
年
は
、
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
笑
顔
を
お
届
け
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。�

（
Y
）�

（保健所）�（保健所）�（保健所）�
TEL.22-3541

▼
�

◆とき　３月　１日（火）、�
　午後１時３０分～３時３０分�

お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ�

法律相談  弁護士による相談。�
◆と　き　１月５日（木）、１月１９
　日（水）�
◆受　付　市役所市民相談係で電話に
　よる予約受付けをしています。（1
　２２・３３２１、内線３４５、３４６）�
◆ところ　総合福祉会館�
行政相談  �
◆と　き　１月１２日（水）、午後１
　時１５分～�
◆受　付　午後１時１５分～２時３０
　　　　　分�
◆ところ　総合福祉会館�
社会保険相談  �
◆と　き　毎月第３金曜日、午前１０
　時～午後３時�
◆ところ　市民会館�
心配ごと相談（1２６・００２２）�
◆と　き　毎月２日、１２日、２２日、
　２７日（日曜、祝日の場合は翌日）
　午後１時～４時�
◆ところ　総合福祉会館で。�
＊電話での相談にも応じています。�

人権相談（1２２・０４９７）�
◆と　き　毎週水曜日午前９時～午
　後４時�
◆ところ　神戸地方法務局洲本支局
人権相談室�
家庭児童相談（1２２・３３３２）�
 ０～１８歳までの子供の相談。�
◆と　き　毎週月・火・木、午前８
　時３０分～午後５時１５分�
◆ところ　洲本市健康福祉館�
青少年相談（1２２・４５４７）�
◆と　き　月～金曜日、午前９時～
　午後５時�
◆ところ　青少年センター�
専門医による心の相談�
◆と　き　毎月第３水曜日、午後１
　時～午後３時�
◆ところ　青少年センター�
母子家庭相談（1２２・３３３２）�
◆と　き　毎週金曜日午前１０時３
　０分～午後５時�
◆ところ　洲本市健康福祉館�
高齢者相談（フリーダイヤル０１２
　０・３６・７８３０） �
◆と　き　月～金曜日、午前９時～
　午後５時３０分�
◆ところ　淡路県民局�
�



　年末・年始のごみの定期収集は、燃えるごみ・燃えないごみとも収集日が１回休みになりま
すのでご注意ください。�
　年末最後と年始最初の地区別の収集日は下記の表のとおりです。�
　ごみ出しルール（決められた曜日に、決められた場所へ、指定ごみ袋で）やマナーを守って
みんなで「清潔なまちづくり」を推進し、気持ちよく新年を迎えましょう。�

２９日（水）�

２９日（水）�

２９日（水）�

３０日（木）�

３０日（木）�

３０日（木）�

３１日（金）�

３１日（金）�

３１日（金）�

２４日（金）�

２８日（火）�

２９日（水）�

２４日（金）�

２８日（火）�

２９日（水）�

２７日（月）�

２９日（水）�

３０日（木）�

５日（水）�

５日（水）�

５日（水）�

６日（木）�

６日（木）�

６日（木）�

７日（金）�

７日（金）�

７日（金）�

７日（金）�

１１日（火）�

５日（水）�

７日（金）�

１１日（火）�

１２日（水）�

１０日（月）�

１２日（水）�

１３日（木）�

�
　・燃えるごみは、「やまなみ苑（緑町広田広田１１７４、　４５・０５３４）」へ。�
　　（但し、１２月３１日午後４時３０分まで、処理手数料２０　　に付き１４０円必要です。）�
　・燃えないごみ・粗大ごみは、「粗大ごみ処理場（洲本市奥畑西の谷、　２４・１６７６）」へ。�
　　（但し、１２月３０日正午まで、処理手数料１００　　に付き１，５００円必要です。）�
　詳しくは、市役所市民生活部環境整備課（　２２・３３２１、内線３４２、３４３）へ。�

キ�
　ロ�

グラ�
ム�

キ�
　ロ�

グラ�
ム�

収　集　地　区　名�

�

上灘地区（中津川・相川・畑田）�

由良地区（由良１～４丁目・内田・天川・由良）�

大野地区（宇原・大野・金屋・前平・池田�
・木戸・新村・池内）�
池の山と上物部の一部（太郎池周辺）�

小路谷�
千草地区（野旦田・上田原・猪鼻・中村・竹原・東・明田）�

納地区、鮎屋地区、外町地区（山手３丁�
目・栄町２～４丁目・本町５～８丁目）�
［山手三丁目の一部（白滝稲荷周辺）を除く］�

物部、上物部、津田�
［池の山と上物部の一部（太郎池周辺）を除く］�

塩屋、炬口、宇山、下加茂、桑間、港�
安乎町（山田原・北谷・古宮・中田・平安浦・宮野原）�
中川原町（市原・二ツ石・厚浜・中川原・三木田・安坂）�

奥畑、上内膳、下内膳、上加茂�

内町地区（海岸通・山手１～２丁目・栄町�
１丁目・本町１～４丁目）�
山手三丁目の一部（白滝稲荷周辺）�

年始（最初の収集日）�

燃えるごみ� 燃えないごみ�

年末（最後の収集日）�

燃えるごみ� 燃えないごみ�

ご自分で処理施設へ搬入することもできます。�

▼
�

▽
�


